
R6.1.26 荒川放水路通水100周年記念事業第２回実行委員会

◆ 荒川放水路通水100周年を迎える事を機に、地域住民を始めとする多様な主体が、荒川流域の未来像を考え、流域治水の重要性を広く啓発

するとともに、河川と共に育んできた文化について考えるために必要な事業を行うことを目的に、沿川自治体首長等参加のもと「荒川放水路

通水100周年記念事業第２回実行委員会」を令和6年1月26日（金）に開催。

◆ 百年の想いを振り返り、荒川放水路に関わった全ての人々への感謝と、未来へ向けた取組を沿川２市７区の首長及び東京都、埼玉県と連名

で「荒川放水路通水100周年行動宣言」としてとりまとめ、公表するとともに、荒川放水路通水100周年記念事業の概要を公表。

※後列左から、埼玉県県土整備部長、川口市副市長、北区長、事務所長、墨田区長、東京都河川部長
前列左から、戸田市長、板橋区長、足立区長、葛飾区長、江戸川区長、江東区長

◆ 開催日時：令和6年１月26日（金）10:00～
◆ 開催場所：荒川下流河川事務所 １Ｆアモアホール
◆ 議事：①荒川放水路通水100 周年記念事業の概要

②荒川放水路通水100 周年記念事業行動宣言
③記念撮影

＜協議会開催概要＞
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荒川放水路通水100 周年行動宣言

荒川下流部は、大正13年（1924年）10月12日に通水式を実施してから100年とな
る、人工の河川「荒川放水路」です。

～
荒川放水路によって結ばれた運命共同体である私たちは、これまでに荒川放水

路に関わった全ての人々への感謝の意を表すとともに、これからも安心して暮ら
していける強靱で持続可能な地域としてより良い形で将来に引き継いでいくこと
を目指して、「荒川放水路通水100周年行動宣言」を次のとおり宣言します。

（全体）
１．荒川放水路の歴史、地域の社会資本としての役割を次世代に継承するととも

に、今後の地球温暖化、気候変動などの新たな課題に対応する「流域治水」
の取組に挑戦します。

（防災・減災、強靱化）
２．洪水等による被害を可能な限り防止し流域全体の水害リスクを軽減するため、

荒川水系河川整備計画等に基づき、計画的かつ着実に流域の治水施設等の整
備・老朽化対策を継続するとともに、デジタル技術等を活用した公物管理の
高度化による行政サービスの向上や働き方改革に挑戦します。
加えて、地域のまちづくりを担う流域の自治体等と河川管理者が一体となっ

て、まちづくりや避難に関する計画等を踏まえた高規格堤防などの高台まち
づくりに挑戦します。

（水辺空間・自然環境）
３．大都市に残る貴重なオープンスペースを、全ての河川利用者に愛される空間

として次世代に引き継いでいくため、荒川将来像計画等に基づき、魅力ある
水辺整備や良好な自然環境の創出などによる水辺の拠点づくり、緊急用河川
敷道路・船着場等を活用した拠点間を繋ぐネットワークづくりに挑戦します。

（危機管理）
４．発生が懸念される大規模水害や首都直下地震に備え、荒川流域水防災流域タ

イムラインや荒川下流防災施設活用計画等に基づき、流域の自治体・警察・
消防・自衛隊・海上保安庁・ライフライン事業者等との災害時の連携協働体
制を強化し、円滑な防災・避難行動等の実現に向けた取組に挑戦します。

（地域間交流）
５．荒川放水路をはじめとした水で繋がる地域間での公公・公民・民民連携を推

進し、水の繋がりを通じた相互理解・相互応援の関係づくり、流域一体と
なった地域づくりに挑戦します。

○荒川放水路通水100 周年記念事業行動宣言
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